
分 解 度‐試 験 報 告 書

1. 試 料 名 アセトアルデヒド (試料紙 K - 458 )

分 子 式 C2H4 0

構 造 式

同 定 赤外分光光度計 (付図 - 5参照 )
　

　
　

性 状
外 -観 無色液体 沸 点 21 ℃

融 点 .(℃ ) ー123 ・5 比 重 dr o.788

純 度 (%)90( 不純物‐水 :10% )

溶解性 対水 r アルコール ,エーテル と混矛iI

L 試薬使用 )

2, 試 験 期 間 昭和 55 年 5月 31 日 ~ 昭和 5 5年 6月 13 日

3. 試験方法及び条件

5.1 試験条件

(a) 生分解試験条件 ・

(1) 微 生 物 源 :標準活性汚泥 ( 50.ppm )

(2) 供試物質濃度 :loo ppm

偽) 試 験 期 間 :( 14 )日間

(b) 試験装置

閉鎖系酸素消費量測定装置 (標準型 )

(c) 試料の採取

供試物質の 3000ppm 水溶液 1o m を分取し、各培養 ピンに

添加した。

( 計 算 式 ) 3000ppm x lo-6 × ,om.;50.o mg

(d) BOD 測定装置へのセット状況
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